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(57)【要約】
【課題】観察者に対して重要な情報を、画質を低下させ
ることなく常時表示しつつ、異なる種類の情報を必要に
応じて高画質の状態で確認する。
【解決手段】被写体の画像を取得し、該画像に基づいて
異なる種類の複数の画像情報を生成し、それぞれ別々に
出力する複数の画像出力端子１４，１５を有する画像取
得装置４を提供する。これにより、観察者に対して重要
な情報を、画質を低下させることなく常時表示しつつ、
異なる種類の情報を必要に応じて高画質の状態で確認す
ることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の画像を取得し、該画像に基づいて異なる種類の複数の画像情報を生成し、それ
ぞれ別々に出力する複数の画像出力端子を有する画像取得装置。
【請求項２】
　患者の体内に挿入される挿入部と、該挿入部の挿入方向前方の画像を取得する第１の画
像取得部と、前記挿入部の径方向外方または挿入方向後方の画像を取得する第２の画像取
得部とを備える請求項１に記載の画像取得装置。
【請求項３】
　前記第１の画像取得部により取得された挿入方向前方の画像および前記第２の画像取得
部により取得された径方向外方または挿入方向後方の画像の一方の一部に他方を合成した
２つの画像情報を生成する画像処理部を備える請求項２に記載の画像取得装置。
【請求項４】
　被写体の画像を取得する画像取得部と、前記被写体の画像を視野範囲で分割することに
より複数の画像情報を生成する画像処理部とを備える請求項１に記載の画像取得装置。
【請求項５】
　前記画像取得部が、円形画像を取得し、
　前記画像処理部が、該円形画像の中央の円形画像と周囲の円環状画像とに分割し、円環
状画像をさらに２つの扇形画像に分割し、各扇形画像を長方形画像に写像することにより
複数の画像情報を生成する請求項４に記載の画像取得装置。
【請求項６】
　取得された画像に画像処理を施した少なくとも１つの画像情報を生成する画像処理部を
備える請求項１に記載の画像取得装置。
【請求項７】
　前記画像処理部が、取得された画像に色彩強調または構造強調の画像処理を施す請求項
６に記載の画像取得装置。
【請求項８】
　異なる種類の複数の画像を取得する画像取得部を備える請求項１に記載の画像取得装置
。
【請求項９】
　前記画像取得部が、取得する画像の１つとして、色彩強調画像、構造強調画像、狭帯域
イメージング画像、蛍光画像または赤外線画像のいずれかを取得する請求項８に記載の画
像取得装置。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれかに記載の画像取得装置と、
　観察者の頭部に装着され、前記画像取得装置のいずれか１つの前記画像出力端子に接続
される頭部装着型表示装置とを備え、
　該頭部装着型表示装置が、前記画像出力端子から出力された画像情報を、観察者の視線
の先に虚像として表示する一方、観察者が視線をずらすことにより観察者の周辺に配置さ
れ他のいずれかの前記画像出力端子に接続された他の表示装置に表示された画像情報を視
認可能である観察装置。
【請求項１１】
　前記観察者と異なる観察者が、前記他の表示装置に表示された画像情報を視認可能であ
る請求項１０に記載の観察装置。
【請求項１２】
　前記画像取得装置が内視鏡である請求項１０または請求項１１に記載の観察装置。
【請求項１３】
　請求項１０から請求項１２のいずれかに記載の観察装置と、
　該観察装置の他のいずれかの前記画像出力端子に接続された前記他の表示装置とを備え
る観察システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像取得装置、観察装置、および観察システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、フェイスマウントディスプレイ（以下、ＦＭＤと略す。）に接続された画像処理
装置が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
　この特許文献１のＦＭＤは、術者の頭部に装着されて、左右のディスプレーにそれぞれ
別々の画像を表示する。そして、直視観察を行う立体表示と、直視観察および側視観察を
同時に行う２次元表示と、を切り替えることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２６１５５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、直視観察および側視観察を同時に行う際に、ＦＭＤ上に二つの画像を並
べて表示しているため、表示画像の画質が落ちてしまうという不都合がある。
【０００５】
　本発明は上述した事情に鑑みてなされたものであって、観察者に対して重要な情報を、
画質を低下させることなく常時表示しつつ、異なる種類の情報を必要に応じて高画質の状
態で確認することができる観察装置および観察システムならびにそれらに用いられる画像
取得装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明は、被写体の画像を取得し、該画像に基づいて異なる種類の複数の画像情報を生
成し、それぞれ別々に出力する複数の画像出力端子を有する画像取得装置を提供する。
【０００７】
　本発明によれば、取得された画像から異なる種類の複数の画像情報が生成され、別々に
複数の画像出力端子に出力される。従って、１つの画像出力端子に１つの頭部装着型表示
装置を接続し、他の画像出力端子に他の表示装置を接続すると、１つの画像情報を１つの
頭部装着型表示装置に表示し、他の１つの画像情報を他の表示装置に表示することが可能
となる。観察者は、頭部装着型表示装置によって表示されている虚像に視線を合わせるだ
けで、１つの画像情報を常に高画質の状態で視認できるとともに、必要に応じて視線をず
らすだけで、他の表示装置に表示されている画像情報を高画質の状態で視認できる。これ
により、複数の画像情報の何れも、高画質に表示することができる。
【０００８】
　画像取得装置においては、複数の撮像手段によって異なる画像を取得してもよいし、単
一の撮像手段によって単一の画像を取得し、これを分割等して複数の画像情報を生成して
もよい。また、異なる取得方法によって異なる画像を取得してもよいし、異なる画像処理
を施して異なる画像情報を生成してもよい。　
【０００９】
　また、上記発明においては、患者の体内に挿入される挿入部と、該挿入部の挿入方向前
方の画像を取得する第１の画像取得部と、前記挿入部の径方向外方または挿入方向後方の
画像を取得する第２の画像取得部とを備えていてもよい。
【００１０】
　このようにすることで、画像取得装置が取得した挿入部の挿入方向前方の画像に基づく
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画像情報と、挿入部の径方向外方または挿入方向後方の画像に基づく画像情報と、を異な
る画像出力端子にそれぞれ出力することができる。従って、１つの画像出力端子に１つの
頭部装着型表示装置を接続し、他の画像出力端子に他の表示装置を接続すると、複数の画
像情報が頭部装着型表示装置または他の表示装置に別個に表示される。内視鏡観察におい
て、挿入方向前方の画像が主体となる場合には、挿入方向前方の画像に基づく画像情報を
頭部装着型表示装置に常時表示して観察者による継続的な観察を容易にし、挿入部の径方
向外方または挿入方向後方の画像に基づく画像情報については他の表示装置に表示して、
観察者の必要に応じた観察が可能になる。他の表示装置に表示した画像情報については、
観察者以外の看護士等による確認も可能となる。
【００１１】
　また、上記発明においては、前記第１の画像取得部により取得された挿入方向前方の画
像および前記第２の画像取得部により取得された径方向外方または挿入方向後方の画像の
一方の一部に他方を合成した２つの画像情報を生成する画像処理部を備えていてもよい。
　このようにすることで、挿入方向前方の画像と、径方向外方または挿入方向後方の画像
と、を異なる画像出力端子にそれぞれ出力することができる。従って、１つの画像出力端
子に１つの頭部装着型表示装置を接続し、他の画像出力端子に他の表示装置を接続すると
、観察者は、主体としている画像情報については頭部装着型表示装置に常時表示して継続
的な観察を容易にし、その一部に表された他の画像情報についても補足的に常時観察する
ことができる。
【００１２】
　また、上記発明においては、被写体の画像を取得する画像取得部と、被写体の画像を視
野範囲で分割することにより複数の画像情報を生成する画像処理部とを備えていてもよい
。
　このようにすることで、１つの画像出力端子に１つの頭部装着型表示装置を接続し、他
の画像出力端子に他の表示装置を接続することが可能となる。その結果、頭部装着型表示
装置および他の表示装置に表示する画像情報の視野範囲を分けることで、各画像情報を拡
大表示することが可能となり、視認性を向上することができる。
【００１３】
　また、上記発明においては、前記画像取得部が、円形画像を取得し、前記画像処理部が
、該円形画像の中央の円形画像と周囲の円環状画像とに分割し、円環状画像をさらに２つ
の扇形画像に分割し、各扇形画像を長方形画像に写像することにより複数の画像情報を生
成してもよい。
【００１４】
　このようにすることで、中央の円形画像については円環状画像から分離して、異なる画
像出力端子にそれぞれ出力することができる。従って、１つの画像出力端子に１つの頭部
装着型表示装置を接続し、他の画像出力端子に他の表示装置を接続すると、中央の円形画
像を頭部装着型表示装置または他の表示装置に拡大して表示することができ、円環状画像
については長方形画像に写像することで歪みを低減して見易さを向上することができる。
内視鏡観察においては円形画像として取得されることが多く、このようにすることで視認
性を向上して観察精度を向上することができる。
【００１５】
　また、上記発明においては、取得された画像に画像処理を施した少なくとも１つの画像
情報を生成する画像処理部を備えていてもよい。
　また、上記発明においては、前記画像処理部が、取得された画像に色彩強調または構造
強調の画像処理を施してもよい。
　このようにすることで、画像処理により観察対象の視認性を向上した画像情報を表示す
ることができ、観察精度を向上することができる。
【００１６】
　また、上記発明においては、異なる種類の複数の画像を取得する画像取得部を備えてい
てもよい。
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　また、上記発明においては、前記画像取得部が、取得する画像の１つとして、色彩強調
画像、構造強調画像、狭帯域イメージング画像、蛍光画像または赤外線画像のいずれかを
取得してもよい。
　このようにすることで、観察対象あるいは目的に適合する種類の画像を取得して、観察
精度を向上することができる。
【００１７】
　また、本発明は、上記いずれかの画像取得装置と、観察者の頭部に装着され、前記画像
取得装置のいずれか１つの前記画像出力端子に接続される頭部装着型表示装置とを備え、
該頭部装着型表示装置が、前記画像出力端子から出力された画像情報を、観察者の視線の
先に虚像として表示する一方、観察者が視線をずらすことにより観察者の周辺に配置され
他のいずれかの前記画像出力端子に接続された他の表示装置に表示された画像情報を視認
可能である観察装置を提供する。
【００１８】
　また、上記発明においては、前記観察者と異なる観察者が、前記他の表示装置に表示さ
れた画像情報を視認可能であることとしてもよい。
　また、上記発明においては、前記画像取得装置が内視鏡であってもよい。
　このようにすることで、内視鏡によって取得された患者の体内の画像情報を頭部装着型
表示装置に表示して手術等を行う場合に、異なる視野の画像を確認する際にも、何れの画
像も、高画質に表示することができる。
　また、本発明は、上記いずれかの観察装置と、該観察装置の他のいずれかの前記画像出
力端子に接続された他の表示装置とを備える観察システムを提供する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、観察者に対して重要な情報を画質を低下させることなく常時表示しつ
つ、異なる種類の情報を必要に応じて高画質の状態で確認することができるという効果を
奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係る観察システムを示す全体構成図である。
【図２】図１の観察システムのＨＭＤの視野を説明する図である。
【図３】図１の観察システムにおけるＨＭＤとモニタへの表示画像例を示す図である。
【図４】図３の表示画像例の第１の変形例を示す図である。
【図５】図３の表示画像例の第２の変形例を示す図である。
【図６】図１の観察システムの変形例を示す全体構成図である。
【図７】図６の観察システムにより取得される画像の分割例を説明する図である。
【図８】図７の分割例により分割された挿入方向側方および後方の画像の分割、写像処理
例を示す図である。
【図９】図８の変形例を示す図である。
【図１０】図８により分割された側方および後方画像を中心画像の両側に配置した表示例
を示す図である。
【図１１】図１の観察システムの他の変形例を示す全体構成図である。
【図１２】図１１の観察システムにおける照明光のライトガイドへの光路を説明する図で
ある。
【図１３】図１２の光路に配置されたフィルタターレットを説明する図である。
【図１４】図１３のフィルタターレットに備えられたフィルタの透過率特性を示すグラフ
である。
【図１５】図１３のフィルタターレットを回転させることにより実現可能なモードの例を
示す図である。
【図１６】図１の観察システムの他の変形例を示す全体構成図である。
【図１７】図１６の観察システムの画像取得タイミングを示すタイミングチャートである
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。
【図１８】図１６の観察システムにより取得される画像の表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明の一実施形態に係る観察装置および観察システムについて、図面を参照して以下
に説明する。
　本実施形態に係る観察システム１は、本実施形態に係る観察装置２と、該観察装置２に
より取得された画像情報を表示するモニタ（他の表示装置）３とを備えている。
【００２２】
　本実施形態に係る観察装置２は、図１に示されるように、内視鏡装置４、該内視鏡装置
４により取得された画像に基づく画像情報を表示する頭部装着型の表示装置（以下、ＨＭ
Ｄと略す。）（頭部装着型表示装置）５とを備えている。
　内視鏡装置４は、患者の体内に挿入される挿入部６と、照明光を発生する光源７と、該
光源７からの照明光を挿入部６の先端まで導光するライトガイド８と、照明光が体内の組
織に対して照射されることにより組織から戻る戻り光を集光する対物レンズ９と、該対物
レンズ９により集光された戻り光を撮影する撮像素子１０と、該撮像素子１０により取得
された画像信号を処理して画像情報を生成する画像処理部１１とを備えている。光源７は
、例えば、ハロゲンランプあるいはキセノンランプからなり、白色光を照射し、あるいは
、赤色、緑色、青色（ＲＧＢ）の光を順次照射するようになっている。
【００２３】
　ライトガイド８、対物レンズ９および撮像素子１０は、挿入部６の挿入方向前方の画像
を取得するための第１の画像取得部１２および挿入部６の径方向外方あるいは挿入方向後
方の画像を取得するための第２の画像取得部１３を構成するものとして、２組備えられて
いる。
【００２４】
　画像処理部１１は、撮像素子１０により取得された画像信号を処理して２つの画像情報
を生成するとともに、これらの画像情報を別々に出力する２つの画像出力端子１４，１５
を備えている。一方の画像出力端子１４にはＨＭＤ５が接続されている。他方の画像出力
端子１５にはモニタ３が接続されている。
【００２５】
　ＨＭＤ５は、医師（観察者）Ａの頭部に装着されることにより医師Ａの眼前に配置され
る表示部１６を有し、当該表示部１６に画像処理部１１から送られてきた画像情報を表示
することによって、医師Ａの視線の先に虚像として、患者の体内の画像を表示するように
なっている。表示部１６は図２に示されるように、医師Ａの視界の一部を遮る大きさに構
成されていて、医師Ａは、表示された虚像から視線を外すことにより、表示部１６の外側
に広がる周辺視野を肉眼観察することができるようになっている。
【００２６】
　ＨＭＤ５には、図３に示されるように、例えば、画像処理部１１から出力された２つの
画像情報の内、挿入部６の挿入方向前方の画像信号に基づく画像情報が出力され、表示さ
れるようになっている。
　一方、モニタ３には、図３に示されるように、例えば、挿入部６の径方向外方あるいは
挿入方向後方の画像信号に基づく画像情報が出力され、表示されるようになっている。
【００２７】
　このように構成された本実施形態に係る観察装置２および観察システム１の作用につい
て以下に説明する。
　本実施形態に係る観察装置２および観察システム１を用いて患者の体内の状態を観察す
るには、まず、内視鏡装置４の挿入部６を患者の体内に挿入し、光源７から発せられた照
明光をライトガイド８を介して挿入部６の先端まで導光し、体内の組織表面に照射する。
【００２８】
　組織表面からの戻り光は、それぞれ対物レンズ９によって集光され、挿入部６の挿入方
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向前方の画像信号と、径方向外方あるいは挿入方向後方の画像信号とが取得される。取得
された画像信号は画像処理部１１に送られることにより、ＨＭＤ５およびモニタ３に表示
される画像情報が生成される。そして、生成された画像情報は、２つの画像出力端子１４
，１５からそれぞれ、ＨＭＤ５またはモニタ３に向けて出力される。
【００２９】
　ＨＭＤ５に向けて出力されるのは、挿入部６の挿入方向前方の画像信号に基づく画像情
報であり、医師Ａは、視線の先に表示される虚像によって、挿入部６前方に広がる患者の
体内の組織の状態を常時確認することができる。
　また、モニタ３に向けて出力されるのは、挿入部６の径方向外方あるいは挿入方向後方
の画像信号に基づく画像情報であり、医師Ａは、必要に応じて、ＨＭＤ５により表示され
ている虚像から視線を外して周辺視野に位置するモニタ３を見ることにより、挿入部６の
側方あるいは後方に存在する組織の状態を確認することができる。
【００３０】
　特に、内視鏡装置４においては、挿入部６の挿入方向前方に視野範囲内に存在する病変
部位を発見したり、同じ視野範囲内において病変部位に対して処置具による処置を施した
りする必要から、挿入方向前方の画像情報が観察の主体となる。一方、挿入部６の側方あ
るいは後方の画像情報については、例えば、大腸などの管腔状の臓器の襞や凹凸により、
前方の観察のみでは、その襞や凹凸の影になる部分があるため、そのような影になる部分
の観察に有効である。
【００３１】
　したがって、医師Ａは、モニタ３に表示された挿入部６側方または後方の画像情報を必
要に応じて確認することにより前方の画像情報から得られる情報を補強することができる
。
　また、モニタ３は、第３者が見える状態で固定配置されているので、医師Ａ以外の看護
士等がモニタ３を監視することで、挿入部６の側方あるいは後方の画像情報から有用な情
報を容易に抽出することができる。なお、医師Ａおよび複数の医療関係者が、同時にモニ
タ３を視認できればよく、モニタ３は必ずしも固定配置あるいは据え置きされている必要
はない。
【００３２】
　このように、本実施形態に係る観察装置２および観察システム１によれば、同一の被写
体について取得した複数の画像を、複数の画像出力端子１４，１５を用いて、それぞれ、
別々に、異なる表示装置に出力することができる。すなわち、同一の被写体について取得
した複数の画像を一つのみの画像出力端子に出力していないため、一方の画像を一つの画
像出力端子１４を用いて、ＨＭＤ５に表示することができ、他方の画像を他の画像出力端
子１５を用いて、モニタ３に表示することができる。
【００３３】
　このように、同一の被写体について取得した複数の画像の両方をＨＭＤ５に表示しない
ので、画像を高画質の状態でＨＭＤ５に表示することができる。これにより、画像の視認
容易性を向上し、観察精度を向上することができる。ＨＭＤ５はより重要度の高い画像情
報を常時表示することができ、モニタ３のみを常時確認する場合に比して、医師Ａの体勢
や姿勢に与える影響が少なくなり、医師Ａは快適に手術等を行うことができる。
【００３４】
　また、医師Ａは、ＨＭＤ５の周辺視野を用いて、モニタ３を確認することができ、必要
に応じて、モニタ３に表示された他の画像を高画質の状態で確認し得る。このため、病変
部等の被写体における観察対象を見落とすことなく観察することができるという利点があ
る。
【００３５】
　また、医師Ａは、ＨＭＤ５の周辺視野を用いて、モニタ３以外の対象、例えば、内視鏡
装置４、内視鏡用フットスイッチ、処置具、シャーカッセン等の手術用品を確認すること
も可能である。このように、医師Ａは、必要に応じて、手術用品、ＨＭＤ５、およびモニ
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タ３のいずれに対しても、自由に視線を移すことができる。例えば、医師Ａは、ＨＭＤ５
に表示される画像と、モニタ３に表示される画像と、を比較することも容易である。
【００３６】
　すなわち、本実施形態に係る観察装置２および観察システム１によれば、医師Ａは、重
要度の高い画像については、ＨＭＤ５を用いて高画質の状態で確認し、他の画像について
は、必要に応じて、モニタ３を用いて高画質の状態で確認することができる。このように
、医師Ａは、何れの画像についても、各表示装置が発揮できる最大限の画質の状態で確認
することができる。
　また、本実施形態に係る観察装置２および観察システム１によれば、複数の画像の内、
一方の画像を、ＨＭＤ５を用いて表示し、他方の画像を、モニタ３を用いて表示でき、複
数の画像を複数のモニタ３を用いて表示する場合に比して、手術室を有効に利用すること
ができる。
【００３７】
　なお、本実施形態においては、挿入部６の挿入方向前方の画像情報をＨＭＤ５に、側方
あるいは後方の画像情報をモニタ３に表示することとしたが、これに代えて、図４に示さ
れるように、画像処理部１１が、側方または後方の画像の一部に挿入方向前方の画像を合
成して合成画像を生成するとともに、当該合成画像をモニタ３に出力することにしてもよ
い。このようにすることで、モニタ３における挿入方向前方の画像情報については、小さ
く表示されてしまうものの、医師Ａ以外の看護士等もモニタ３において挿入部６の前方の
組織の状態を確認することができる。
【００３８】
　また、図５に示されるように、ＨＭＤ５に表示される画像情報についても、挿入方向前
方の画像情報の一部に挿入方向側方あるいは後方の画像を合成した合成画像を採用するこ
とにしてもよい。
　このようにすることで、挿入方向前方の画像情報を見ながら行う作業の途中で、医師Ａ
が視線をずらしてモニタ３を注視することなく、挿入方向側方あるいは後方の組織の状態
を大まかに確認することができる。
【００３９】
　また、挿入方向側方あるいは後方の画像は、ＨＭＤ５に表示される画像情報の一部に過
ぎない。このため、本変形例によれば、挿入方向前方の画像の視認容易性を向上し、観察
精度を向上することができる。
  また、ＨＭＤ５とモニタ３に表示する画像を入れ替え、ＨＭＤ５には挿入方向側方ある
いは後方の画像を表示し、モニタ３には挿入方向前方の画像を表示してもよい。
　大腸などの管腔状の臓器の襞や凹凸など、挿入方向側方あるいは後方の画像の重要度が
高い場合に有効である。
【００４０】
　また、本実施形態においては、２つの撮像素子１０により取得された２つの異なる画像
信号に基づいて生成された画像情報をＨＭＤ５およびモニタ３に別々に表示する場合を例
に挙げて説明したが、これに代えて、図６に示されるように、単一の撮像素子１０および
観察光学系１７（画像取得部）によって、挿入方向前方と斜め後方にわたる広視野範囲の
画像信号を取得することが可能になる。観察光学系１７は、負レンズ１７ａと反射面１７
ｂを持つ環状プリズム１７ｃと、結像レンズ群１８より構成される。
【００４１】
　挿入方向前方の画像は負レンズ１７ａ、結像レンズ群１８を透過し、撮像素子１０の中
央部に結像される。また、挿入方向後方の画像は環状プリズム１７ｃの反射面１７ｂで反
射され、結像レンズ１８を透過し、撮像素子１０に円環状に結像される。この観察光学系
については、特開２００８－２５７１２３号公報が詳しく記載されている。　
【００４２】
　この場合には、図７に示されるように、挿入方向前方と挿入方向後方の画像とが一体と
なった円形画像Ｇ１が取得されるので、この画像を中央の円形画像Ｇ２と周囲の円環状画
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像Ｇ３とに分割して、ＨＭＤ５とモニタ３とにそれぞれ表示させるようにすることが好ま
しい。
　このようにすることで、挿入部６の挿入方向前方の画像である中央の円形画像Ｇ２につ
いては、周辺の円環状画像Ｇ３が除かれる。これにより、重要度の高い円形画像Ｇ２につ
いては、より広い範囲に拡大して表示することが可能となり、視認性を向上することがで
きる。
【００４３】
　一方、円環状画像Ｇ３については、図８または図９に示されるように、さらに２つの扇
形画像Ｇ３１，Ｇ３２に分割した後、それぞれを長方形画像Ｇ３１’，Ｇ３２’に写像す
ることが好ましい。このようにすることで、視野の周辺に存在するために径方向に圧縮し
て表示されていた挿入部６の後方の画像を引き延ばして、歪みを低減しつつ、表示画面（
モニタ３）全体に表示されることにより見やすい画像情報として表示することができる。
これにより、病変部位等の見落としを低減することができる。
【００４４】
　なお、周辺の円環状画像Ｇ３の方が円形画像Ｇ２に比して、重要度が高い場合には、Ｈ
ＭＤ５に長方形画像Ｇ３１’，Ｇ３２’を表示し、モニタ３に円形画像Ｇ２を表示しても
よい。
　ＨＭＤ５に表示される画像として、図１０に示されるように、中央の円形画像Ｇ２を拡
大したものの両側に、長方形画像Ｇ３１’，Ｇ３２’に写像した周辺の円環状画像Ｇ３と
を並べて配置したものを採用することにしてもよい。
　これにより、重要度の高い円形画像Ｇ２については、より広い範囲に拡大して表示する
ことが可能となり、視認性を向上することができる。
【００４５】
　また、本実施形態においては、ＨＭＤ５に表示される画像情報としては、色調強調や構
造強調の画像処理を施した画像情報を採用してもよい。例えば、組織中の血液のヘモグロ
ビンの吸光特性に合わせて色彩強調を行う適応型ＩＨｂ色彩強調を行うことで、組織粘膜
の中のわずかな色調の変化をより強調し、炎症部位や腫瘍部位がより見やすい画像を提供
することができる。
　構造強調としては、発見されたポリープ等の病変部位の輪郭を強調する処理を行うこと
で、ポリープや腫瘍の輪郭がより見やすい画像を提供することができる。
【００４６】
　また、図１１に示されるように、光源７の後段にフィルタターレット１９を設けること
により、通常観察と狭帯域イメージング（ＮＢＩ）観察とを切り替えることとし、通常観
察により取得された通常画像をモニタ３に、ＮＢＩ観察により取得されたＮＢＩ観察画像
をＨＭＤ５に表示することにしてもよい。
　フィルタターレット１９は、図１３に示されるように、回転軸１９ａ回りに回転させら
れる円板状部材であって、複数枚（例えば、４枚）のフィルタａ，ｂ，ｃ，ｄを搭載して
いる。
【００４７】
　フィルタターレット１９に設けられたフィルタａ，ｂ，ｃ，ｄには、図１２に示される
ように、光源７からの照明光をハーフミラー２０およびミラー２１によって分割した２本
の光束が別々に入射させられるようになっている。符号２２はコリメートレンズ、符号２
３はカップリングレンズである。
【００４８】
　ハーフミラー２０によって２つの光路に分割された照明光は、コリメートレンズ２２に
よって略平行光とされた状態で、フィルタターレット１９のフィルタａ，ｂ，ｃ，ｄの内
のいずれか２つを通過させられる。これにより、所定の波長帯域を有するようになった照
明光は、カップリングレンズ２３によってライトガイド８の端面に集光されるようになっ
ている。
【００４９】
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　図１４にフィルタターレット１９に配置されたフィルタａ，ｂ，ｃ，ｄの透過率特性を
示す。また、図１５に、選択されるフィルタａ，ｂ，ｃ，ｄの組み合わせを示す。ＮＢＩ
観察は、中心波長４１５ｎｍ，５３０ｎｍにおける極めて狭い帯域幅の照明光を照射する
ことにより、生体組織や血液による吸収・散乱特性を調節して光の深達度を制御し、組織
微小血管や腺管構造などの観察能を向上することができる。フィルタターレット１９を回
転させてモードを変更することにより、種々の観察方法を選択することができる。
【００５０】
　また、挿入部６の挿入方向前方に対して照射する照明光と、後方に対して照射する照明
光とを異ならせて、異なる観察を行うこととしてもよい。異なる観察方法としては、上述
した色彩強調画像、構造強調画像、狭帯域イメージング画像による観察の他、蛍光画像に
よる観察または赤外線画像による観察方法を挙げることができる。
【００５１】
　例えば、図１６に示されるように、前方に対しては、白色光源２４から白色光を照明光
として照射して反射光を撮影することとし、側方あるいは後方に対しては、励起光源２５
から励起光を照射して蛍光を撮影することとしてもよい。制御回路２６は、図１７に示さ
れるように、励起光源２５と白色光源２４とを制御して、白色光および励起光の出射タイ
ミングを調節する。
【００５２】
　この場合、蛍光の強度が極めて低いため、白色光による前方観察と蛍光による側方ある
いは後方観察とは、時間を分けて交互にシーケンシャルに行うことが好ましい。これによ
り、図１８に示されるように、ＨＭＤの画像としては側視または後方視画像（蛍光画像）
が取得され、モニタの画像としては直視画像（白色光画像）が取得される。
【符号の説明】
【００５３】
　Ａ　医師（観察者）
　１　観察システム
　２　観察装置
　３　モニタ（他の表示装置）
　４　内視鏡装置（画像取得装置、内視鏡）
　５　ＨＭＤ（頭部装着型表示装置）
　６　挿入部
　１２　第１の画像取得部
　１３　第２の画像取得部
　１４，１５　画像出力端子
　１７　観察光学系（画像取得部）
　Ｇ１　円形画像
　Ｇ２　円形画像
　Ｇ３　円環状画像
　Ｇ３１，Ｇ３２　扇形画像
　Ｇ３１’，Ｇ３２’　長方形画像
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512 A61B1/00.513 A61B1/00.650 A61B1/00.731 A61B1/04 A61B1/04.511 A61B1/045.622

F-TERM分类号 2H040/BA04 2H040/CA09 2H040/CA11 2H040/CA12 2H040/CA23 2H040/DA18 2H040/GA02 2H040
/GA10 2H040/GA11 2H199/CA37 2H199/CA77 4C061/BB02 4C061/BB04 4C061/BB08 4C061/CC06 
4C061/FF40 4C061/FF45 4C061/FF46 4C061/GG11 4C061/HH51 4C061/HH54 4C061/LL02 4C061
/LL08 4C061/NN01 4C061/NN05 4C061/PP07 4C061/PP08 4C061/VV04 4C061/WW04 4C061/WW07 
4C061/WW08 4C061/WW10 4C061/WW17 4C161/BB02 4C161/BB04 4C161/BB08 4C161/CC06 
4C161/FF40 4C161/FF45 4C161/FF46 4C161/GG11 4C161/HH51 4C161/HH54 4C161/LL02 4C161
/LL08 4C161/NN01 4C161/NN05 4C161/PP07 4C161/PP08 4C161/VV04 4C161/WW04 4C161/WW07 
4C161/WW08 4C161/WW10 4C161/WW17

代理人(译) 上田邦夫
藤田 考晴

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在高图像质量状态下确认不同类型的信息，同时始终在
不损害图像质量的情况下为观察者显示重要信息。解决方案：提供一种
图像获取装置4，其具有多个图像输出端子14和15，用于获取对象的图
像，基于所获取的图像生成多种不同类型的图像信息并分别输出图像信
息。因此，在高图像质量状态下可以根据需要确认不同种类的信息，同
时总是在不损害图像质量的情况下为观察者显示重要信息。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/1e4d71e2-1b7a-4f04-8579-10fdd2c63328
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/044318950/publication/JP2011152202A?q=JP2011152202A

